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服
部
光
男

吉
原
一
治

鈴
木
浩
二

片
山
陽
市

小
嶋
完
作

内
田
　
保

山
本
優
作

森
　
宏
子

藤
井
満
久

結 果件　　　　名
石
黒
充
明

榎
戸
陵
友

請
　
願

条
　
例

令
和
３
年
度
補
正
予
算

そ
の
他

発
　
議

南知多町森林環境譲与税基金条例の制定
について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

南知多町職員の服務の宣誓に関する条例
の一部を改正する条例について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

南知多町国民健康保険条例の一部を改正
する条例について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

南知多町国民健康保険税条例の一部を改
正する条例について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

南知多町立学校設置条例の一部を改正す
る条例について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

一般会計（第１０号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

介護保険特別会計（第２号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

漁業集落排水事業特別会計（第２号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

師崎港駐車場事業特別会計（第１号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

水道事業会計（第１号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

南知多町指定金融機関の指定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

知多南部衛生組合規約の変更について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

「年金の引き下げの中止、安心できる年
金制度を求める意見書」の採択を求める
請願

不採択 × × ×  × × 〇 × × × × ×

議案第７７号南知多町立学校設置条例の
一部を改正する条例についてに対する附
帯決議について

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

　12月定例会は12月７日から11日間の会期で開催し、南知多町指定金融機関の指定について
を始め議案１２件、請願１件、発議１件を審議しました。採決の結果は、以下のとおりです。

※　○は賛成、×は反対。議長（石垣菊蔵）は採決に加わらない。

12月定例会12月定例会
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　附帯決議とは？　
可決された案件に対し、事業を執行する上での要望や意見を述べるために提出され

るもので、法的拘束力を有しない。

議案第７７号　南知多町立学校設置条例の一部を改正する条例に
ついてに対する附帯決議

＜　　中　　略　　＞

　この条例は学校再編実施計画（以下「実施計画」という。）に基づいた改正で

あるものの、保護者や子どもたちには一抹の不安を抱えての統合となることか

ら、本条例の施行に際し、保護者や子どもたちにとって不安も払拭し希望に満ち

た統合となるよう、以下の事項を確実に履行することを強く求める。

記

１　内海、豊浜、師崎及び日間賀の４中学校在校生が統廃合までの間、学校生活

を支障なく送れるよう特段の配慮をすること。また、篠島中学校を含めた学

校間交流を積極的に計画し、全中学校が統合できるまで継続すること。

２　子どもたちが統廃合に伴う通学費等、義務教育であることに鑑みて、現在と

同様に保護者への費用負担は求めないこと。

３　本条例決定後においても、保護者からの要望には誠意をもって柔軟に対応す

ることとし、調整過程については随時議会に報告すること。

４　実施計画後の各学校の跡地利用においては、各地域と協働で振興策を積極的

かつ具体的に検討すること。

５　新校舎建設には、実施計画に基づき計画的に推進し、子どもたちの目線に

立って、わくわく感と、学んで良かったと思えるＩＣＴを始めとした教育環

境の充実が確かなものとなる学校運営を図ること。

令和５年　南知多町立内海、豊浜、師崎、日間賀中学校を統合
する議案に対し附帯決議を全員可決
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可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
一般会計（第８号）

会議室用会議マイクシステム整備事業

離島救急患者搬送海上タクシー抗菌・抗ウイルスコーティング
補助金

南知多町新型コロナ対策飲食事業者等支援金交付事業

エコステーション設備整備事業

学校保健特別対策事業費補助金

2,997 

事業名 事業費（千円）

10月28日

一般会計補正予算
(第8号)

可決日

1,141

17,600

4,055

1,100

令和３年度補正予算

内
田
　保

服
部
光
男

藤
井
満
久

山
本
優
作

鈴
木
浩
二

片
山
陽
市

小
嶋
完
作

吉
原
一
治

森
　宏
子

結 果件　　　　名
石
黒
充
明

榎
戸
陵
友

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
一般会計（第９号）

令和３年度補正予算

内
田
　保

服
部
光
男

藤
井
満
久

山
本
優
作

鈴
木
浩
二

片
山
陽
市

小
嶋
完
作

吉
原
一
治

森
　宏
子

結 果件　　　　名
石
黒
充
明

榎
戸
陵
友

※　○は賛成、×は反対。議長（石垣菊蔵）は採決に加わらない。

10月臨時会10月臨時会

新型コロナウイルス感染症対策支援一覧（抜粋）

　10月臨時会は10月28日の１日間の会期で開催し、令和３年度南知多町一般会計補正予算
（第８号）を審議しました。採決の結果は、以下のとおりです。

※　○は賛成、×は反対。議長（石垣菊蔵）は採決に加わらない。

11月臨時会11月臨時会
　11月臨時会は11月30日の１日間の会期で開催し、令和３年度南知多町一般会計補正予算
（第９号）を審議しました。採決の結果は、以下のとおりです。
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文
教
厚
生
委
員
会
12
月
10
日

文
教
厚
生
委
員
会
12
月
10
日

南
知
多
町
国
民
健
康
保
険
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ

い
て

町
内
で
産
科
医
療
補
償
制

度
の
補
償
を
受
け
た
件
数

は
、
何
件
か
。

町
で
実
施
し
て
い
る
制
度

で
は
な
い
た
め
、
把
握
し

て
い
な
い
。

南
知
多
町
国
民
健
康
保
険
税
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い
て軽

減
対
象
を
小
学
生
ま
で

に
拡
大
し
た
場
合
の
影
響

額
は
、
ど
の
く
ら
い
か
。

試
算
し
て
い
な
い
た
め
影

響
額
を
把
握
し
て
い
な
い
。

南
知
多
町
立
学
校
設
置
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い
て第

１
段
階
及
び
第
２
段
階

を
見
据
え
た
、
計
画
的
な

予
算
執
行
計
画
は
あ
る
か
。

新
校
舎
建
設
基
本
構
想
作

成
業
務
委
託
料
を
令
和
４

年
度
当
初
予
算
に
要
求
し
て
い
る
。

予
算
執
行
計
画
に
つ
い
て
は
、
既

に
作
成
し
て
い
る
新
校
舎
建
設
等

に
関
す
る
財
政
シ
ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ

ン
な
ど
を
基
に
検
討
し
て
い
く
。

中
学
校
を
統
合
す
る
こ
と

に
よ
り
、
跡
地
利
用
は
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

来
年
度
以
降
、
公
共
施
設

の
再
配
置
を
検
討
し
て
い

く
。令

和
３
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
10
号
）

小
学
校
再
編
事
業
費
の
シ

ス
テ
ム
移
設
等
委
託
料
は
、

ど
の
よ
う
な
内
容
か
。

新
設
の
み
さ
き
小
学
校
の

シ
ス
テ
ム
構
築
や
大
井
小

学
校
及
び
師
崎
小
学
校
の
デ
ー
タ

再
構
築
、
Ｌ
Ａ
Ｎ
配
線
工
事
、
ア

ク
セ
ス
ポ
イ
ン
ト
の
移
設
工
事
、

パ
ソ
コ
ン
や
プ
リ
ン
タ
ー
の
設
定

変
更
等
の
作
業
で
あ
る
。

中
学
校
再
編
委
員
会
の
１

人
当
た
り
の
報
酬
額
は
い

く
ら
か
。
ま
た
、
開
催
は
何
回
を

予
定
し
て
い
る
か
。

１
回
に
つ
き
、
半
島
側
の

方
は
２
千
円
、
両
島
の
方

は
３
千
３
６
０
円
を
計
上
し
て
い

る
。
今
年
度
は
２
回
の
開
催
を
予

定
し
て
い
る
。

身
体
障
害
者
・
身
体
障
害

児
補
装
具
費
の
増
加
件
数

と
、
内
容
は
何
か
。

19
件
の
申
請
が
あ
り
、
主

な
も
の
は
補
聴
器
が
７
件
、

車
い
す
が
５
件
で
あ
る
。

障
害
児
通
所
給
付
費
等
の

内
容
は
何
か
。

放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、

児
童
発
達
支
援
、
相
談
支

援
で
あ
る
。

今
回
の
制
度
改
正
で
、
児

童
手
当
の
特
例
給
付
支
給

対
象
外
は
何
人
か
。

20
人
程
度
と
推
計
し
て
い

る
。

令
和
３
年
度
介
護
保
険
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

給
料
の
増
額
、
職
員
手
当

の
減
額
の
理
由
は
何
か
。

職
員
２
名
分
の
人
事
異
動

に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

問問 委
員
会
審
査
報
告

委
員
会
審
査
報
告

問問問 答答答

問問 答答 答

問問問 答答

答答
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総
務
建
設
委
員
会
12
月
14
日

総
務
建
設
委
員
会
12
月
14
日

南
知
多
町
指
定
金
融
機
関
の
指

定
に
つ
い
て

知
多
信
用
金
庫
と
し
た
最

大
の
利
点
は
何
か
。

現
在
の
指
定
金
融
機
関
で

は
取
扱
い
が
で
き
な
い
納

付
書
に
つ
い
て
、
取
扱
い
が
で
き

る
か
ら
で
あ
る
。

令
和
３
年
度
漁
業
集
落
排
水
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）

汚
泥
搬
出
回
数
が
増
え
た

理
由
は
何
か
。

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
処
理

施
設
へ
の
流
入
水
量
が
減

少
し
た
こ
と
に
よ
り
、
一
時
的
に

浄
化
セ
ン
タ
ー
処
理
槽
内
の
水
質

が
悪
化
し
、
汚
泥
濃
度
が
上
昇
し

た
た
め
で
あ
る
。

令
和
３
年
度
師
崎
港
駐
車
場
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

修
繕
工
事
の
範
囲
と
工
期

は
ど
の
く
ら
い
で
、
影
響

す
る
車
両
は
昨
年
と
同
様
に
１
階

部
分
に
移
動
す
る
の
か
。

２
階
の
南
側
部
分
の
み
施

工
し
、
工
期
は
準
備
工
も

含
め
、
令
和
４
年
２
月
か
ら
３
月

を
予
定
し
て
い
る
。
影
響
す
る
車

両
に
つ
い
て
は
前
回
と
同
様
を
予

定
し
て
い
る
。

問問

問答

答答

一般質問
４人の議員が町政について質問しました。

＊服部　光男　・・・　高齢化社会における移動及び交通問題を問う
＊榎戸　陵友　・・・　大井地区の火災について問う
＊内田　　保　・・・　太陽光発電設備導入に適切な措置を
　　　　　　　　　　　要介護認定者の控除拡大を
＊山本　優作　・・・　特定空家等の解消に向けて

一般質問は、議員が町行政全般にわたり、町長を始めとする執行機関に対して行う
質問のことです。
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一般質問

Q 高齢化社会に対し移動の手助けは

A 全庁横断的に具体策を検討する
服部　光男議員

高
齢
化
社
会
に
お
け
る

移
動
及
び
交
通
問
題
を
問
う

　
運
転
免
許
証
自
主
返
納

　
　
に
対
し
、
役
場
等
で
の

返
納
手
続
き
が
出
来
る
よ
う

な
調
整
は
で
き
な
い
の
か
。

　
滝
本
総
務
部
長

　
道
路
交
通
法
に
よ
り
、

返
納
す
る
方
の
地
域
の
公
安

委
員
会
に
申
請
す
る
と
定
め

ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
役
場

で
返
納
事
務
は
で
き
な
い
が
、

郵
送
は
で
き
る
。
ま
た
運
転

経
歴
証
明
書
も
合
わ
せ
て
の

申
請
も
で
き
る
の
で
今
後
町

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
周
知

を
図
っ
て
い
く
。

　
高
齢
者
免
許
証
自
主
返

　
　
納
支
援
事
業
に
つ
い
て
、

海
っ
子
バ
ス
共
通
一
日
乗
車

券
（
１
日
乗
車
券
12
枚
）
を

交
付
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ま

で
の
実
績
・
評
価
は
ど
う
か
。

　
滝
本
総
務
部
長

　
高
齢
者
運
転
免
許
証
自

主
返
納
支
援
事
業
は
、
平
成

30
年
か
ら
実
施
し
て
い
て
、

そ
の
対
象
者
２
３
０
人
の
う

ち
１
４
２
人
に
バ
ス
一
日
乗

車
券
を
交
付
し
て
い
る
。

「
交
付
さ
れ
た
乗
車
券
を
使

い
出
か
け
ら
れ
る
」
と
の
声

を
頂
い
て
い
る
。

　「
海
っ
子
バ
ス
」
の
今

　
　
後
更
な
る
利
便
性
の
向

上
、
経
費
の
節
減
の
た
め
に

も
、
半
島
の
外
周
を
廻
る

「
幹
線
ル
ー
ト
」
で
、
他
の

市
町
と
連
携
し
て
の
広
域
運

用
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

　
滝
本
総
務
部
長

　
「
海
っ
子
バ
ス
」
は
今

年
10
月
１
日
で
運
行
開
始
12

年
目
を
迎
え
た
。
コ
ロ
ナ
禍

前
、
令
和
元
年
度
ま
で
は
収

支
率
も
３
割
程
度
と
地
域
公

共
交
通
の
中
で
は
、
高
い
率

を
維
持
し
て
い
た
が
、
近
年

は
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に
よ
り

売
り
上
げ
も
落
ち
て
い
る
。

対
し
て
、
燃
料
費
・
人
件
費

高
騰
に
よ
る
収
支
の
悪
化
は

避
け
ら
れ
な
い
状
況
で
あ
る
。

高
齢
者
の
足
の
確
保
、
住

民
・
観
光
客
の
利
便
性
の
維

持
向
上
、
経
費
の
削
減
を
両

立
す
る
た
め
の
政
策
・
事
情

も
各
市
町
に
よ
り
異
な
り
、

現
時
点
で
は
課
題
が
多
い
と

考
え
ら
れ
る
。

　
自
主
返
納
支
援
事
業
の

　
　
追
加
策
と
し
て
、
安
全

な
電
動
３
輪
車
、
電
動
４
輪

車
等
の
購
入
補
助
の
検
討
は

で
き
な
い
か
。

　
滝
本
総
務
部
長

　
道
路
幅
も
狭
い
等
の
交

通
環
境
の
中
で
、
高
齢
に
よ

る
判
断
力
や
運
動
能
力
の
低

下
に
よ
り
、
交
通
事
故
の
発

生
が
危
惧
さ
れ
る
た
め
、
購

入
費
補
助
に
つ
い
て
は
考
え

て
い
な
い
。

　
第
７
次
総
合
計
画
の
町

　
　
民
意
識
調
査
に
「
病
院
、

買
い
物
な
ど
足
が
な
く
て
は

行
け
な
い
一
人
暮
ら
し
の
お

年
寄
り
に
バ
ス
や
タ
ク
シ
ー

の
手
助
け
を
取
っ
て
ほ
し

い
」
と
の
要
望
も
あ
る
。
そ

れ
に
対
し
、
今
後
ど
の
よ
う

に
す
る
の
か
。

　
大
岩
厚
生
部
長

　
第
７
次
総
合
計
画
の
中

で
は
「
安
心
し
て
住
み
続
け

ら
れ
る
長
寿
社
会
」
を
目
指

し
て
い
る
。
高
齢
者
の
移
動

手
段
の
実
態
と
課
題
の
把
握

に
努
め
、
全
庁
横
断
的
に
具

体
策
を
検
討
し
て
い
く
。

海っ子バスを利用する住民

問答問答

問答

問

問

答

答
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大
井
地
区
の
火
災
に

つ
い
て
問
う

一 般質問

　
今
回
の
火
災
発
生
原
因

　
　
と
被
災
状
況
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
に
把
握
し
て
い

る
か
。

　
滝
本
総
務
部
長

　
発
生
の
原
因
は
、現
在
調

査
中
で
あ
る
。被
災
状
況
は
、

全
焼
３
件
、部
分
焼
２
件
の
計

５
件
の
建
物
火
災
で
あ
る
。

　
現
在
、
被
災
さ
れ
た

　
　
方
々
は
、
ど
の
様
な
状

況
に
置
か
れ
て
い
る
の
か
把

握
し
て
い
る
か
。

　
滝
本
総
務
部
長

　
２
名
の
方
が
住
ま
い
を

失
っ
て
い
る
。
現
在
の
状
況

は
、
把
握
し
て
い
な
い
。

　
取
り
壊
し
等
の
計
画
を

　
　
把
握
し
て
い
る
か
。

　
滝
本
総
務
部
長

　
３
棟
の
建
物
の
う
ち
、

２
棟
の
建
物
の
撤
去
が
完
了

し
て
い
る
。

　
住
民
に
消
火
器
及
び
火

　
　
災
報
知
器
の
設
置
を
ど

の
よ
う
に
指
導
し
て
い
る
か
。

ま
た
、
設
置
状
況
を
把
握
し

て
い
る
か
。

　
滝
本
総
務
部
長

　
消
火
器
の
設
置
に
つ
い

て
は
、
各
地
区
で
防
災
訓
練

を
実
施
し
推
奨
し
て
い
る
。

町
消
防
団
の
各
分
団
も
家
庭

訪
問
を
し
て
斡
旋
し
て
い
る
。

火
災
警
報
器
の
設
置
に
つ
い

て
は
、
住
宅
に
設
置
義
務
が

規
定
さ
れ
て
お
り
、
知
多
南

部
消
防
署
が
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

を
実
施
し
、
普
及
指
導
に
努

め
て
い
る
。

　
火
災
に
お
け
る
対
応
と

　
　
し
て
、
職
員
の
対
応
マ

ニ
ュ
ア
ル
は
あ
る
か
。

　
滝
本
総
務
部
長

　
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
な

い
が
、
担
当
職
員
に
お
い

て
は
、
事
務
文
書
等
の
引

継
ぎ
が
あ
り
、
火
災
現
場

で
の
対
応
に
つ
い
て
は
確

認
し
て
い
る
。

　
あ
る
町
で
は
、「
災
害

　
　
弔
慰
金
及
び
見
舞
金
に

関
す
る
条
例
」
と
言
う
独
自

で
見
舞
金
を
支
給
さ
れ
る
条

例
が
あ
る
が
、
本
町
に
は
あ

る
か
。

　
大
岩
厚
生
部
長

　
「
南
知
多
町
災
害
弔
慰

金
の
支
給
等
に
関
す
る
条

例
」
が
あ
る
が
、
火
災
の
場

合
は
対
象
と
な
っ
て
い
な
い
。

　
被
災
し
た
家
屋
の
取
り

　
　
壊
し
や
廃
棄
物
の
処
理

に
関
し
て
多
額
の
費
用
が
必

要
だ
が
、
少
し
で
も
助
成
し

て
は
ど
う
か
。

　
大
岩
厚
生
部
長

　
居
住
部
分
を
対
象
に
、

知
多
南
部
衛
生
組
合
に
搬

入
し
た
時
に
必
要
と
な
る

ゴ
ミ
処
理
手
数
料
を
免
除

し
て
い
る
。

　
大
井
地
区
の
消
火
栓
、

　
　
防
火
水
槽
な
ど
水
利
は

適
正
に
配
置
さ
れ
て
い
る
か
。

　
滝
本
総
務
部
長

　
長
年
の
整
備
に
よ
り
適

正
に
配
置
さ
れ
て
お
り
、
消

火
活
動
に
は
十
分
対
応
で
き

る
と
考
え
て
い
る
。

　
大
井
区
民
の
安
心
安
全

　
　
な
生
活
を
守
る
た
め
に

大
井
地
区
に
は
防
火
水
槽

が
も
う
一
つ
必
ず
必
要
で

あ
る
。
設
置
場
所
は
、
西

園
調
整
池
の
中
、
大
井
小

学
校
運
動
場
跡
地
、
空
き

家
の
土
地
な
ど
考
慮
し
て

頂
き
た
い
が
ど
う
か
。

　
滝
本
総
務
部
長

　
整
備
す
る
計
画
は
考
え

て
い
な
い
。

Q 消火器及び火災報知器の周知は
A 防災訓練の実施や、消防団員が
　家庭訪問をしている 榎戸　陵友議員

問問問問 答答答

問

問問問

答答

答答答

問答
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伐採後の内海樫の木交差点の周辺

一般質問

要
介
護
認
定
者
の
控
除
拡
大
を

太
陽
光
発
電
設
備
導
入
に

適
切
な
措
置
を

　
法
令
を
無
視
し
て
違
法

　
　
伐
採
を
し
た
事
業
者
に

厳
し
い
処
置
が
必
要
と
考
え

る
。事
業
者
に
ど
の
よ
う
な

指
導・ペ
ナ
ル
テ
ィ
を
実
施
し

た
か
。

　
鈴
木
建
設
経
済
部
長

　
林
野
庁
が
示
す
事
務
処

理
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
よ
り
、
伐

採
届
に
顛
末
書
を
添
え
て
提

出
す
る
こ
と
、
伐
採
届
を
提

出
す
る
ま
で
の
期
間
は
伐
採

作
業
を
中
断
す
る
よ
う
指
導

し
た
。

　
自
家
消
費
目
的
の
9.9

 
の
発
電
パ
ネ
ル
だ
が
全

体
で
は
25・2
kW
発
電
の
報

告
で
、10 

を
は
る
か
に
超
え

る
。明
ら
か
に
自
家
消
費
で

な
く
、売
電
目
的
と
思
わ
れ

る
。違
法
な
計
画
と
思
わ
な

か
っ
た
の
か
。

　
大
岩
厚
生
部
長

　
発
電
能
力
が
25
・
2
kW

で
あ
る
も
の
に
、
9.9 

の
パ

ワ
ー
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ナ
ー
を

設
置
し
、
10　

未
満
と
す
る

計
画
で
あ
り
、
農
業
を
行
う

た
め
の
散
水
設
備
や
照
明
、

ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
の
空
調
設

備
等
の
自
家
消
費
が
目
的

だ
っ
た
た
め
、
町
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
の
届
が
必
要
な
い
と
判

断
し
た
。

　
自
家
消
費
中
心
で
な
い
、

　
　
10　
を
は
る
か
に
超
え

る
売
電
目
的
の
工
事
な
の
に

届
出
が
な
い
。町
と
し
て
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
を
見
直
し
、「
太

陽
光
発
電
設
備
条
例
」を
作

る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
大
岩
厚
生
部
長

　
10　

未
満
で
自
家
消

費
を
目
的
と
す
る
も
の
と
し

て
、
町
が
想
定
し
て
い
た
の

は
、
住
宅
や
事
業
所
の
屋
根

に
設
置
す
る
も
の
で
あ
り
、

今
回
の
事
案
は
想
定
し
て
い

な
か
っ
た
。
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

の
改
善
は
必
要
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
。
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

の
見
直
し
を
行
う
こ
と
で

「
発
電
設
備
の
工
事
の
抜
け

穴
」
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る

と
考
え
て
い
る
の
で
条
例
制

定
は
考
え
て
い
な
い
。
　

　
今
後
の
計
画
で
、町
と

　
　
し
て
土
砂
災
害
・
水
害

の
防
止
、自
然
環
境
や
景
観

の
保
全
に
配
慮
し
た
土
地

の
区
分（
ゾ
ー
ニ
ン
グ
）を
し

て
業
者
に
示
す
べ
き
で
は
な

い
か
。

　
大
岩
厚
生
部
長

　
適
正
な
設
置
場
所
を
個

別
で
具
体
的
に
決
め
る
こ
と

は
困
難
な
た
め
、
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
に
お
い
て
自
粛
を
求
め

る
区
域
を
示
し
て
い
る
。
今

後
は
他
市
町
の
条
例
、
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
を
参
考
に
地
す
べ

り
防
止
法
な
ど
他
法
令
等
で

規
制
の
あ
る
区
域
に
つ
い
て

自
粛
区
域
に
追
加
す
る
よ
う

検
討
を
進
め
、
よ
り
充
実
し

た
も
の
に
し
て
い
き
た
い
。

　
他
市
町
で
多
く
実
施
さ

　
　
れ
て
い
る
、す
べ
て
の
要

介
護
認
定
者
に「
障
が
い
者

控
除
対
象
者
認
定
書
」ま
た

は「
障
が
い
者
控
除
対
象
者

認
定
申
請
書
」を
自
動
的
に

個
別
送
付
し
、要
介
護
者
の

生
活
を
助
け
る
こ
と
が
必
要

で
は
な
い
か
。

　
大
岩
厚
生
部
長

　「
障
が
い
者
控
除
対
象

者
認
定
書
」
は
仮
に
障
が
い

者
控
除
対
象
者
に
な
っ
た
と

し
て
も
必
ず
し
も
そ
の
す
べ

て
の
方
が
申
告
の
必
要
が
な

い
こ
と
か
ら
、
特
に
必
要
と

思
わ
れ
る
前
年
度
に
認
定
書

を
発
行
し
た
方
に
対
し
て
事

前
に
送
付
す
る
取
り
扱
い
を

変
更
す
る
考
え
は
今
は
な
い
。

A ガイドラインを見直し、条例制定は
　 しない内田　保議員

Q 太陽光発電計画のガイドラインの
　 改正や条例の制定を

kW

kW

kW

kW

kW
kW

問問 答答

問答

答 問

問答
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特
定
空
家
等
の
解
消

に
向
け
て

一 般質問

　
特
定
空
家
等
の
件
数
は

　
　
ど
の
よ
う
に
変
化
し
た

か
。ま
た
、そ
の
う
ち
小
中
学

校
の
通
学
路
沿
い
に
あ
る
も

の
は
何
件
か
。

　
滝
本
総
務
部
長

　
平
成
29
年
12
月
末
時
点

及
び
令
和
３
年
11
月
末
時
点

の
各
件
数
は
次
の
通
り
で
あ

る
。　

　
本
町
で
は
令
和
３
年
８

　
　
月
25
日
か
ら
Ａ
Ｉ
に
よ

る
解
体
費
用
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ

を
無
償
で
利
用
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
が
、
周
知
と
効
果

は
ど
う
か
。

　
滝
本
総
務
部
長

　
Ａ
Ｉ
に
よ
る
解
体
費
用

シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
は
町
広
報
、

公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
っ

て
周
知
し
て
い
る
ほ
か
、
窓

口
に
来
ら
れ
た
空
家
等
の
所

有
者
に
も
紹
介
し
て
い
る
。

今
後
は
、
本
取
組
の
紹
介
チ

ラ
シ
を
作
成
し
、
指
導
書
等

と
合
わ
せ
て
送
付
す
る
と
と

も
に
、
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
に
よ

り
算
出
し
た
解
体
工
事
費
の

概
算
額
も
同
封
し
、
伝
え
る

こ
と
を
予
定
し
て
い
る
。
効

果
と
し
て
は
、
特
定
空
家
等

の
除
却
促
進
と
新
た
な
特
定

空
家
等
の
増
加
抑
制
に
寄
与

す
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　
空
き
家
の
劣
化
が
進
ん

　
　
だ
時
に
解
体
費
用
が
多

く
か
か
る
ケ
ー
ス
が
あ
る
こ

と
を
周
知
し
て
い
る
か
。

　

　
滝
本
総
務
部
長

　
こ
れ
ま
で
は
具
体
的
な

周
知
を
し
て
い
な
か
っ
た
が
、

今
後
は
解
体
費
用
が
高
額
に

な
る
前
に
特
定
空
家
等
の
除

却
を
行
う
必
要
性
に
対
し
周

知
し
て
い
く
。

　
遺
族
の
い
な
い
所
有
者

　
　
が
死
亡
し
た
ケ
ー
ス
等

で
は
、
町
の
負
担
に
お
い
て

対
応
す
る
「
略
式
代
執
行
」

以
外
の
方
法
で
対
応
す
る
こ

と
は
難
し
い
と
考
え
る
が
、

通
学
路
沿
い
な
ど
優
先
度
の

高
い
も
の
か
ら
年
に
数
件
ず

つ
で
も
略
式
代
執
行
で
対
応

し
て
い
く
こ
と
は
で
き
な
い

か
。　

滝
本
総
務
部
長

　
略
式
代
執
行
を
実
施
す

る
場
合
、
代
執
行
に
要
し
た

費
用
を
回
収
で
き
る
見
込
み

は
な
い
。
略
式
代
執
行
の
対

象
と
な
り
う
る
特
定
空
家
等
、

全
て
に
対
し
計
画
的
に
略
式

代
執
行
を
実
施
す
る
こ
と
は

極
め
て
困
難
な
状
態
で
あ
る

た
め
、
国
や
県
に
対
し
て
も

支
援
策
の
拡
充
に
つ
い
て
引

き
続
き
要
望
を
す
る
と
と
も

に
、
現
場
の
状
況
や
緊
急
性

を
勘
案
し
な
が
ら
、
各
方
面

と
連
携
を
図
り
、
対
策
を
検

討
し
て
い
く
。

　
現
在
残
っ
て
い
る
特
定

　
　
空
家
等
を
今
後
ど
の
よ

う
に
減
ら
し
て
い
く
の
か
。

　
滝
本
総
務
部
長

　
除
却
費
補
助
金
な
ど
対

策
事
業
を
継
続
で
き
る
よ
う
、

引
き
続
き
国
庫
補
助
金
や
県

費
補
助
金
を
活
用
し
て
い
く
。

ま
た
、
国
や
県
と
の
連
携
だ

け
で
な
く
民
間
事
業
者
と
の

連
携
も
進
め
、
官
民
共
創
に

よ
る
対
策
に
つ
い
て
も
模
索

し
て
い
く
。
来
年
度
に
南
知

多
町
空
家
等
対
策
計
画
の
見

直
し
を
行
い
、
新
た
な
施
策

の
実
施
に
つ
い
て
も
検
討
し

て
い
く
。

山本　優作議員

Q 空き家の劣化が進むと解体費用が
　 増えることを周知しているか
A 今後は所有者に対し周知していく

件数（件） 平成29年
12月末

令和3年
11月末

56
16
40
27
13
－

122
49
73
43
30
25

所有者等判明済
所有者等調査中
通学路沿い

特定空家等
対応済
未対応

問答

問問

問

答

答 答

問答



11 R4. 2. 1

　
令
和
３
年
10
月
21
日
に
総
務

建
設
常
任
委
員
会
６
名
に
よ
る

管
内
視
察
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
豊
浜
の
県
道
新
設
に
伴
う
中

町
配
水
管
布
設
工
事
や
豊
浜
漁

協
荷
捌
施
設
、
片
名
・
日
間
賀

島
漁
協
荷
捌
施
設
、
大
井
漁
港

の
浮
桟
橋
新
設
工
事
な
ど
を
町

職
員
か
ら
の
説
明
を
受
け
な
が

ら
視
察
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
降
り
続
い
た
雨
に
よ

り
崩
落
し
た
、
豊
浜
西
狭
間
道

路
災
害
復
旧
工
事
の
進
捗
状
況

を
確
認
し
ま
し
た
。

常 

任 

委 

員 

会 

管 

内 

視 

察 

報 

告

常 

任 

委 

員 

会 

管 

内 

視 

察 

報 

告

総
務
建
設
常
任
委
員
会

総
務
建
設
常
任
委
員
会

　
令
和
３
年
10
月
27
日
に
文
教

厚
生
常
任
委
員
会
６
名
に
よ
る

管
内
視
察
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
知
多
南
部
リ
サ
イ
ク
ル
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
、
内
海
・
大
井
保
育

所
の
駐
車
場
整
備
工
事
、
豊
浜

エ
コ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
事
業
な
ど

を
、
町
職
員
か
ら
の
説
明
を
受

け
な
が
ら
視
察
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
９
月
か
ら
供
用
開
始

し
た
新
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
を

見
学
し
ま
し
た
。

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

大井漁協浮桟橋

整備された内海保育所駐車場

新学校給食センター

豊浜西狭間道路災害復旧工事状況
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令
和
４
年
２
月
１
日
発
行

愛
知
県
南
知
多
町
議
会

令
和
３
年
12月

定
例
会

発
行
／
愛
知
県
南
知
多
町
議
会
　
　
編
集
／
議
会
広
報
特
別
委
員
会

住
所
／
〒
470-3495　

愛
知
県
知
多
郡
南
知
多
町
大
字
豊
浜
字
貝
ヶ
坪
18

電
話
／
0569-65-0711　

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
／
0569-65-0694

Ｅ
メ
ー
ル
／
gikai@

tow
n.m
inam

ichita.lg.jp

み
な
み
ち
た

N
o.178

12月定例会の会議録は、２月上旬ごろ町公式ホームページに掲載する予定です。

３月定例会の日程（予定）

※都合により変更となる場合があります。
※議会の日程は、町ホームページでもご覧いただけます。
■本議会の一般質問は、ケーブルテレビ（ＣＣＮＣ）で放送されます。

ケーブルテレビの放送予定日
3月14日（月）午後10時～　地上デジタル121ch
3月20日（日）午前10時～　地上デジタル121ch

３月４日(金)９時30分～

３月７日(月)９時30分～

３月17日(木)９時30分～

初　日

二日目

最終日

議案上程、質疑、委員会付託　等

一般質問

委員長報告、質疑、討論、採決　等

ホームページQRコード

傍聴者のみなさんへ傍聴者のみなさんへ

議
会
だ
よ
り

　コロナウイルス感染拡大防止のため、９月まで別室で傍聴をお願いしてい
ましたが、12月定例会より傍聴席の間隔を空け、議場にて傍聴していただけ
ます。
　なお、一般質問の開催日に議場内の傍聴席数を超える場合は、別室で議会
中継を見ることができます。
　また、傍聴の際にはうがい、手洗い、マスクの着用を必ずお願いします。

傍聴者のアンケート結果　令和３年３月～12月
・専門用語と数字はわかりにくい。
・傍聴者が少ないので、もっと多くの人に来てもらいたい。
・早く議会の傍聴が自由にできるようになればいいなと思います。皆さんの
顔がよく見えますからね。（３月定例会）
・町長の答弁は、決意の伝わってくるものであった。ぜひ実行して欲しい。

※皆さんの貴重なご意見ありがとうございました。


